
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 ２４ 年 ６ 月 ８ 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）：本研究により、仏教用語の『日英基準訳語集』の構築に向け、その方

法と具体的な成果をもたらすことができた。その方法は、素材としてのテキストによってもや

や異なるが、具体的な定義文や主要な用例を根拠として提示し、その文脈の中で当該の術語が

いかなる意味をもつかを考察し、基準となる現代訳を確定するというものである。そして、こ

れをもとに XML（拡張可能なマーク付け言語）を用いてとりまとめたのが『『倶舎論』を中心

とした五位七十五法の定義的用例集』（2011年 2月刊）であり、併せて Web上での公開も行っ

た。 

 
研究成果の概要（英文）：This project succeeded in both establishing the method and 

providing us with a reliable modern Japanese-English glossary of Buddhist terms as well 

as illustrative sentences in which those terms are used. As a methodological example, the 

project team published in 2011 a booklet entitled Bauddhakosa: A Treasury of Buddhist 
Terms and Illustrative Sentences in which the seventy-five elements (dharma) of 

Sarvastivada in the Abhidharmakosabhasya and related works were examined in detail. It 

was executed by the effective use of XML (Extensible Markup Language).  
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１．研究開始当初の背景 

(1) 多くの仏教用語は難解であり、研究者に
とっても、また教育の現場でも信頼度の高い
現代基準訳語を学界の衆知を結集して策定
することが求められていた。 

 

(2) 同時にまた、その現代語訳を裏づける定

義的ともいえる用例を提示し、その複数の言
語に関わる用例集を整備することがきわめ
て有用なツールになると考えられていた。 

 

２．研究の目的 

(1) 仏教用語の現代基準訳語を策定するた
めの具体的な方法を確立すること。 
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(2) 学界の衆知を集めての本格的に取り組
みを促すため、本研究では具体的かつ重要な
テキストで実例を提供することを目指した。  

 

３．研究の方法 

(1) 全体研究会で各研究班の取り組みと問
題点を調整しながら、XML（拡張可能なマー
ク付け言語）の利用を含む、具体的な方法を
検討し確立した。 

 

(2) 論書と経典、またチベット語訳や漢訳等
の翻訳文献を扱う際の方法論上の問題を検
討し、具体的な対処法を考案した。 

 
４．研究成果 
(1) 具体的な成果として『『倶舎論』を中心
とした五位七十五法の定義的用例集』
（Bauddhakosa: A Treasury of Buddhist 
Terms and Illustrative Sentences, vol.1）、
山喜房仏書林、2011年 2月を刊行した。 

 

(2) 上記の成果は海外の多くの関連研究者
に届けられ、歓迎されている。また、関連プ
ロジェクトを進めるハンブルク大、ウィーン
大とは今後の研究協力を予定している。 

 

(3)  本研究成果を踏まえ、発展させた研究プ
ロジェクト「仏教用語の現代基準訳語集およ
び定義的用例集（バウッダコーシャ）」の構
築」（基盤研究(S)、研究代表者：斉藤明）が
平成 23 年度から 5 年間の予定で始動してい
る。 
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